
ピエソケーブルセンサー(振動センサーう

EDAのど工ゾセンサーケーブルはケーブル自体がすべて振動センサーになっております。

圧電素子であるピエゾ素子をフッ素樹脂のフイルムにコーティングし、このフイルムを

導体にテープ巻きしてケーブルとして開発したセンサーです。

ピエゾ素子は、圧力を加えると重圧を発生させる特性を持ち、その特性を応用し

振動センサーとして製作いたしました。

長尺で使用する事も短い長さで使用する事も可能で、畏尺の場合もどこに圧力"変化が生じても

多点で検出する事が可能です。

また、鉄坂やロボットアーム等に沿わせる事で広い範囲で伝わる「振動」も拾うことが可能です。

SUS製のPVC披覆付きのフレキに通して使用することでケーブル自体の強度と耐過重性・耐油性・

屈曲性を強化する事が出来ます。

ロボットアームに沿わせる事により、関節や可動部の
異常箇所をピンポイントで確認する事が出来ます。

触費センサー　　　¥

し」　　　　　　　¥、レ

ツl　　　　　　¥多重覆審/

振動センサーをケーブル状で製作致しました。
大きな面積を布に折り込み加工して使用する事も可能です。
高感度ですので、呼吸や鼓動〃脈拍を測ったり、
筋肉の微小動作を計測する事も可能です。

通気性が良く、靴に装着し足のどこに力が掛かっているかを判断、
付加が少ないので長時間装着が可能です。
加圧によって自己発電し異常箇所を特定、
加圧によって自己発電するため電源不要です。




